
反射型２相光学エンコーダ
ＡＥＤＲ－８３００－１Ｋ　ＤＩＰ化基板

　＋Ｖ電源　　　　　　　　　　　　　無接続

　Ａ相出力　　　　　　　　　　　　　無接続

　Ｂ相出力　　　　　　　　　　　　　無接続

　ＧＮＤ　　　　　　　　　　　　　　無接続

★小型面実装タイプのＡＥＤＲ－８３００－１Ｋを面実装も可能なＤＩＰサイズ基板化しました。

★Ａ相、Ｂ相の方形波デジタル信号を出力し、カウントアップ／カウンドダウンが計測可能です。

★ＴＴＬコンパチブル出力で、マイコンとの直接の接続が可能です（２.７ｋ Ω プルアップ推奨）。

★電源電圧：４．５Ｖ～５．５Ｖ（ｍａｘ２３ｍ A）

★分解能：２．９５ライン／１ｍｍ　（７５ライン／１インチ）

★カウント周波数：max ３０ＫＨｚ

△コードホイール（反射用スリット円盤）コードストリップ（反射用スリット帯）は付属しておりません。

　次ページ「■使用時の注意」をご参照の上で、お客様ご自身で製作してください。
　

◎ご注意

　☆反射率について

　　この光学エンコーダは反射式です。エンコード用のホイール、ストリップの反射部には金属やアルミ反

　　射シートの様な鏡面性の高いものをお使いください。

　　また、非反射部には開口(スリット）にして暗部に設置するなど、極力反射を抑えてください。

　　通常の紙などへの印刷程度では正しく出力されません。

　　注意：外部光からの影響を受けないように、エンコーダ、ホイール、ストリップ全体を覆ってください。

　☆セッティングについて

　　この光学エンコーダは高い分解能を持っています。

　　そのため、エンコード用のホイール、ストリップとの位置関係は非常に精緻な値が要求されます。

　　エンコーダ機器の製作には充分ご注意ください。
　

■ピン配置図■Ｊ１はオープンで使用　　　　　　 ■回路図■　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■マイコンとの接続■　　　　　　　　　　　　■AEDR-8300 内部ブロック図■



Ａ相、Ｂ相の出力電圧レベルは、次の相信号が入力さ

れるまで維持されます。

■AEDR-8300（デバイス本体）とコードホイールの配置許容誤差範囲■

■使用時の注意■
☆コードストリップ、コードホイールとＡＥＤＲ－８３００　　　☆回転軸からエンコーダ中心までの距離「Ｒｏｐ」は

　の位置関係の「ブレ」は０．３８ｍｍ以内になるようにし　　　　１１ｍｍ以上を推奨です

　てください。

☆コードホイール、コードストリップからレンズ面まで　　　　　☆エミッタ側（基板のＪ１がある側）をホイールの

　の間隙「Ｇａｐ」は１．０ｍｍ～２．５ｍｍになるよ　　　　　　中心軸の方向になるように配置してください。

　うにしてください。

■コードホイール、コードストリップの推奨値■　　　　■出力波形■　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


